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一
、
問
題
の
所
在

　
『
拾
遺
抄
』
は
、
伝
本
が
少
な
い
も
の
の
、
本
文
系
統
が
三
つ
に
分
類
さ
れ

る
）
1
（

。
本
稿
で
問
題
と
し
た
い
の
は
、『
群
書
類
従
』
の
底
本
と
な
っ
た
所
謂
流

布
本
系
統
で
あ
る
。

　

流
布
本
系
統
の
伝
本
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
島
根
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本

（
桑
原
文
庫
旧
蔵
本
。
登
録
番
号
：1430836

。
以
下
、
島
大
本
と
す
る
）
2
（

）
が
最

善
本
と
さ
れ
て
き
た
。

　

二
〇
一
六
年
、
か
ね
て
か
ら
島
大
本
の
親
本
と
目
さ
れ
て
い
た
）
3
（

三
井
記
念
美

術
館
蔵
本
（
以
下
、
三
井
本
と
す
る
）
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
に
お
よ

び
、
文
化
庁
の
梅
澤
亜
希
子
に
よ
る
調
査
報
告
）
4
（

と
全
丁
影
印
）
5
（

が
公
刊
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
梅
澤
の
調
査
は
、
文
化
財
調
査
の
立
場
か
ら
、「
内
容
に
つ
い

て
の
言
及
は
控
え
、
文
化
財
と
し
て
調
査
す
る
上
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
紹
介
し
な
が
ら
、
他
本
と
比
較
検
討
」
し
た
結
果
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

『
拾
遺
抄
』
の
一
伝
本
と
し
て
の
検
討
は
未
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
稿
者
は
、
三
井
記
念
美
術
館
に
て
三
井
本
を
、
島
根
大
学
付
属
図
書

館
に
て
島
大
本
を
調
査
す
る
機
会
を
得
た
。
後
述
す
る
が
、
三
井
本
は
ほ
ぼ
完

本
の
、『
拾
遺
抄
』
現
存
最
古
写
本
の
一
つ
で
あ
る
と
と
も
に
、
流
布
本
系
統

の
源
流
に
位
置
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
流
布
本
系
統
を
大
き
く
特
徴
づ
け
る

の
は
、
他
系
統
よ
り
も
一
三
首
（
後
述
す
る
が
一
五
首
、
ま
た
は
一
一
首
の
可

能
性
も
あ
る
）
少
な
く
、
末
尾
（
具
体
的
に
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
の
歌
番

号
で
言
う
と
こ
ろ
の
五
六
七
番
以
降
）
が
欠
落
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
点
で
あ

る
。
稿
者
は
こ
れ
を
三
井
本
の
書
誌
的
な
事
情
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
善
本
と
さ
れ
て
き
た
島
大
本
か
ら
は
、
三
井
本
と
比
較
す

る
こ
と
で
、
三
井
本
の
忠
実
な
転
写
本
た
ろ
う
と
す
る
意
識
が
読
み
取
れ
た
。

そ
の
よ
う
な
意
識
の
一
方
で
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
島
大
本
に
反
映
さ
れ
て

い
な
い
三
井
本
の
本
文
が
み
い
だ
さ
れ
た
。

　

な
お
、『
群
書
類
従
』
は
、
こ
の
欠
落
部
に
定
家
本
『
拾
遺
和
歌
集
』（
以
下
、

『
拾
遺
集
』）
の
本
文
を
混
入
さ
せ
て
い
る
。
流
布
本
系
統
の
末
流
に
位
置
す
る

流
布
本
『
拾
遺
抄
』
の
生
成

│
│ 

三
井
記
念
美
術
館
蔵
本
か
ら
『
群
書
類
従
』
へ 

│
│

御
手
洗
　
靖
　
大
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本
文
と
い
え
よ
う
。
例
え
ば
、
片
桐
洋
一
は
『
群
書
類
従
』
本
文
に
対
し
て
「
今

後
一
切
用
い
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
評
し
て
い
る
）
6
（

。
で
は
、
な
ぜ
塙
保
己
一
は

増
補
に
及
ん
だ
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
考
え
た
い
。

二
、
流
布
本
系
統
本
『
拾
遺
抄
』

　
『
拾
遺
抄
』
の
本
文
系
統
は
流
布
本
系
統
と
異
本
系
統
に
分
か
れ
）
7
（

、
異
本
系

統
も
（
完
本
と
し
て
は
）
二
つ
に
分
か
れ
る
）
8
（

。
流
布
本
系
統
の
代
表
的
伝
本
は

島
大
本
で
あ
る
が
、
他
に
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
（
享
保
七
年
書
写
、
谷
森
家

旧
蔵
本
。
函
架
番
号
：
谷
三
五
〇
。
以
下
、
谷
森
本
）
9
（

）、
神
宮
文
庫
蔵
本
（
安

永
三
年
書
写
、
村
井
敬
義
が
奉
納
し
た
も
の
）
10
（

。
以
下
、
神
宮
文
庫
本
。）、『
群

書
類
従
』、
大
阪
府
立
図
書
館
本
（『
群
書
類
従
』
の
写
し
）
11
（

）
が
あ
る
。

　

異
本
系
統
の
一
つ
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
（
函
架
番
号
：
四
〇
五
│

一
一
一
。

以
下
、
書
陵
部
本
）、
今
ひ
と
つ
は
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
（
貞
和
三
年
奥
書
本
。

以
下
、
貞
和
本
）
で
あ
る
）
12
（

。
な
お
、
書
陵
部
本
に
は
、
精
巧
な
臨
模
本
た
る
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
本
（
高
松
宮
家
旧
蔵
本
）
13
（

）
が
あ
る
。

　

貞
和
本
は
他
本
に
比
し
て
歌
の
出
入
り
が
多
く
、
ま
た
、
朱
と
墨
の
多
く
の

書
き
入
れ
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
朱
の
書
き
入
れ
は
「
イ
」
と
示
す
も
の
と
、
そ

う
で
な
い
も
の
の
二
つ
が
見
え
、
前
者
は
書
陵
部
本
と
近
し
い
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
）
14
（

。

　

ま
た
、
残
欠
本
）
15
（

と
し
て
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
（
函
架
番
号
：
五
〇
三
│

二
四
三
。

伝
源
承
筆
本
）
が
知
ら
れ
、
他
本
と
は
異
な
る
第
四
の
本
文
系
統
に
属
す
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
る
）
16
（

。

　
『
拾
遺
抄
』
の
伝
本
研
究
は
、
三
好
英
二
に
よ
っ
て
、
流
布
本
系
統
に
属
さ

な
い
貞
和
本
と
書
陵
部
本
、
そ
し
て
『
拾
遺
抄
目
録
』（
近
衛
家
旧
蔵
の
原
本

は
散
佚
。
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
の
影
写
本
に
よ
る
。）
の
存
在
が
明
ら
か

に
さ
れ
、
進
め
ら
れ
て
き
た
。
三
好
は
こ
れ
ら
を
も
と
に
、
詞
書
と
本
文
、
作

者
表
記
を
比
較
す
る
こ
と
で
、「
類
従
本
の
方
が
概
し
て
簡
に
し
て
要
を
捉
へ

て
を
り
精
撰
本
に
近
い
の
で
は
な
い
か
」
と
評
価
し
て
い
る
）
17
（

。

　

片
桐
洋
一
は
さ
ら
に
流
布
本
系
統
本
と
し
て
島
大
本
を
見
い
だ
し
た
。
伝
本

系
統
間
の
異
同
を
示
し
つ
つ
、
三
系
統
を
次
の
よ
う
に
概
括
す
る
。

「
抄
（
引
用
者
注
：
拾
遺
抄
）」
の
写
本
に
つ
い
て
言
え
ば
、

宮
内
庁
本
系
│
静
嘉
堂
本
│
島
根
大
学
本
（
群
書
類
従
本
系
）

と
い
う
形
で
関
係
が
と
ら
え
ら
れ
る
（
成
立
の
過
程
で
は
無
く
本
文
の
遠

近
関
係
で
あ
る
）。
そ
し
て
例
外
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
宮
内
庁
本
「
抄
」

と
静
嘉
堂
本
「
抄
」
の
異
本
系
統
が
「
集
（
引
用
者
注
：
拾
遺
集
）」、
そ

れ
も
異
本
系
の
「
集
」
に
近
く
、
流
布
本
の
島
根
大
学
本
系
統
の
「
抄
」

は
「
集
」
の
定
家
本
系
と
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

ま
た
、
非
定
家
本
の
『
拾
遺
集
』
と
定
家
本
『
拾
遺
集
』、
そ
し
て
三
系
統
『
拾

遺
抄
』
と
の
本
文
の
遠
近
を
調
査
し
た
島
津
忠
夫
）
18
（

は
、
流
布
本
系
統
に
関
し
て

次
の
二
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
拾
遺
集
』
と
『
拾
遺
抄
』

と
の
関
係
で
は
、
書
陵
部
本
『
拾
遺
抄
』
が
『
拾
遺
集
』
と
比
較
的
近
く
、
流

布
本
系
統
の
『
拾
遺
抄
』
は
『
拾
遺
集
』
と
は
異
な
る
例
が
存
す
る
と
い
う
点
。

そ
し
て
、『
拾
遺
集
』
の
定
家
本
系
統
と
異
本
系
統
が
対
立
す
る
歌
で
は
、
流
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布
本
系
統
は
定
家
本
と
一
致
す
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
、
二
点
で
あ
る
。

　

片
桐
は
こ
れ
と
同
様
の
こ
と
を
述
べ
、
流
布
本
と
定
家
本
『
拾
遺
集
』
歌
が

一
致
す
る
と
し
て
次
の
三
首
を
取
り
上
げ
て
い
る
）
19
（

。
片
桐
は
島
大
本
で
示
し
て

い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
親
本
の
三
井
本
か
ら
取
り
上
げ
る
）
20
（

。

東
山
に
紅
葉
み
に
ま
か
り
て
又
日
の
つ
と
め
て
ま
か
り
か
へ
る
と
て

よ
み
侍
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恵
慶
法
師

き
の
ふ
よ
り
け
ふ
は
ま
さ
れ
る
も
み
ち
は
の
あ
す
の
い
ろ
を
は
み
て
や
ゝ

み
南 

（
秋
・
一
二
四
）

　
　

題
不
知　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
衛源
兼
澄
之
女門

い
の
ち
を
そ
い
か
な
ら
む
と
は
お
も
ひ
こ
し
い
き
て
わ
か
る
ゝ
よ
に
こ
そ

あ
り
け
れ 

（
別
・
二
二
二
）

　
　

万
葉
集
を
わ
せ
る
哥　
　
　
　
　
　
　

源
順

ひ
と
り
ぬ
る
や
と
に
は
月
の
見
え
さ
ら
は
恋
し
き
こ
と
の
か
す
は
ま
さ
ら

し 

（
恋
下
・
三
六
一
）

　

そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
を
検
討
す
る
。
恵
慶
詠
は
、
結
句
「
み
て
や
ゝ
み
南
」
が
、

両
書
の
異
本
系
統
で
は
「
み
て
や
か
へ
ら
む
」
と
な
っ
て
い
る
。
当
該
歌
は
『
如

意
宝
集
』
に
取
ら
れ
る
歌
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
句
は
「
み
て
や
か
へ
ら
む
」
で

あ
る
。
当
該
句
は
定
家
本
と
共
有
す
る
独
自
異
文
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、「
み

て
や
ゝ
み
南
」
の
方
が
、
用
例
が
多
く
、
歌
に
な
じ
む
と
い
う
理
由
で
改
編
さ

れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　
「
右
衛
門
」
詠
は
「
い
き
て
わ
か
る
ゝ
」
が
、『
拾
遺
抄
』
と
『
拾
遺
集
』
両

集
の
異
本
で
は
「
あ
り
て
わ
か
る
る
」
で
あ
る
。
当
該
歌
は
他
文
献
か
ら
み
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
両
句
と
も
独
自
句
で
あ
り
、
殆
ど
類
句
が
見
い
だ

せ
な
い
。

　

順
詠
は
、
結
句
「
か
す
は
ま
さ
ら
し
」
が
両
集
異
本
で
は
「
か
け
は
ま
さ
ら

し
」
で
あ
る
。
当
該
歌
は
、『
袋
草
紙
』、『
定
家
八
代
抄
』
に
と
ら
れ
る
歌
で

あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
「
か
す
は
ま
さ
ら
し
」
で
あ
る
。
ま
た
、『
六
百
番
陳
状
』

に
お
い
て
も
、「
か
す
は
ま
さ
ら
し
」
の
結
句
で
言
及
さ
れ
る
。
定
家
の
み
な

ら
ず
、
少
な
く
と
も
一
二
世
紀
以
降
広
く
受
容
さ
れ
た
本
文
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。

　

ま
た
、
詞
書
の
面
で
も
、
流
布
本
系
統
は
定
家
本
系
統
『
拾
遺
集
』
と
同
じ

く
「
整
理
の
ゆ
き
と
ど
い
た
系
統
、
無
駄
な
も
の
は
省
略
し
て
し
ま
っ
た
系

統
）
21
（

」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
流
布
本
系
統
の
本
文
（
三
井
本
）
で
片
桐
の
指
摘
す

る
例
を
示
そ
う
。

　
　

法
師
に
な
ら
む
と
思
侍
け
る
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

少
将
高
光

か
く
は
か
り
へ
か
た
く
み
ゆ
る
よ
の
な
か
に
う
ら
や
ま
し
く
も
す
め
る
月

か
な 

（
雑
下
・
五
〇
〇
）

書
陵
部
本
の
詞
書
は
「
法
師
に
な
ら
ん
と
お
も
ひ
侍
け
る
こ
ろ
つ
き
を
み
は
へ

り
て
」
で
あ
り
、
貞
和
本
も
同
断
。『
拾
遺
集
』
で
も
流
布
本
・
異
本
と
も
に

月
を
見
た
と
い
う
状
況
は
記
さ
れ
て
い
る
。
流
布
本
系
統
の
み
、「
月
を
見
て
」

と
い
う
状
況
説
明
が
省
略
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
片
桐
は
、
流
布
本
系
統
本

の
詞
書
を
省
略
す
る
傾
向
を
、
定
家
本
と
の
関
係
で
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
れ
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は
流
布
本
系
統
生
成
の
背
景
と
な
る
、
三
井
本
の
書
誌
的
な
事
情
（
紙
幅
の
節

約
）
と
関
連
す
る
現
象
で
あ
る
と
稿
者
は
考
え
る
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
た
め

に
、
三
井
本
の
書
誌
情
報
を
次
に
見
て
い
き
た
い
。

三
、
三
井
記
念
美
術
館
蔵
本
『
拾
遺
抄
』

　

三
井
本
は
前
述
の
梅
澤
と
、
久
保
田
淳
の
調
査
）
22
（

が
あ
る
。
稿
者
と
あ
わ
せ
て

三
人
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
て
述
べ
た
い
。

　

三
井
本
は
、
列
帖
装
の
写
本
一
帖
（
七
括
）。
一
括
の
丁
数
は
一
定
で
は
な
く
、

一
、
二
、
三
、
四
括
り
目
は
一
八
丁
、
五
、
六
括
目
は
と
も
に
一
六
丁
、
七
括

目
は
一
八
丁
（
内
遊
紙
二
丁
と
表
紙
一
丁
）
の
、
一
二
二
丁
で
あ
る
）
23
（

。
寸
法
は
、

縦
二
一
・
五
糎
、
横
一
四
糎
。

　

書
写
者
は
不
明
で
あ
る
が
、
梅
澤
は
「
書
写
者
は
一
筆
で
は
な
い
」
と
し
、

首
肯
さ
れ
る
。
梅
澤
、
久
保
田
と
も
に
鎌
倉
中
期
を
下
ら
な
い
最
古
写
本
と
す

る
。

　

表
紙
は
後
装
で
、
紅
地
段
文
緞
子
。
見
返
し
は
金
銀
砂
子
散
ら
し
に
雲
霞
を

描
く
。
題
簽
は
な
い
。

　

料
紙
は
、
久
保
田
は
斐
紙
と
し
、
梅
澤
は
楮
紙
打
紙
と
す
る
。
梅
澤
の
指
摘

す
る
よ
う
に
、
現
状
の
冊
子
は
原
装
（
列
帖
装
）
の
紙
を
相
剥
ぎ
し
、
あ
ら
た

な
紙
に
貼
り
合
わ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
稿
者
は
調
査
に
よ
っ
て
、
厚
い
紙

の
丁
と
、
白
み
が
か
っ
た
薄
様
の
丁
が
交
ざ
っ
て
い
る
点
、
厚
い
斐
紙
の
一
部

に
め
く
れ
が
あ
り
、
薄
様
に
表
と
裏
を
貼
り
付
け
て
一
丁
に
し
て
い
る
点
を
確

認
し
た
。
相
剥
ぎ
さ
れ
た
料
紙
は
雁
皮
系
と
見
ら
れ
る
。

　

本
文
は
丁
表
か
ら
書
き
出
さ
れ
る
。
首
題
に
「
拾
遺
抄
巻
第
一
」
と
あ
り
、

巻
一
〇
（
雑
下
）
ま
で
巻
毎
に
同
様
の
題
を
記
す
。
和
歌
は
総
数
五
七
一
首
。

一
首
の
書
様
は
、
上
句
と
下
句
に
分
け
た
二
行
書
き
で
原
則
統
一
さ
れ
て
い
る

（
後
述
す
る
よ
う
に
例
外
も
あ
る
）。
一
面
八
行
で
書
写
さ
れ
る
が
、
途
中
か
ら

行
数
が
増
え
、
最
大
で
一
面
一
四
行
と
な
る
（
後
述
）。
ま
た
、
墨
付
最
末
部

は
擦
り
消
さ
れ
た
跡
が
梅
澤
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
、
中
途
で
終
わ
っ
て
い
る

（
後
述
）。
奥
書
識
語
は
無
い
。

　

ま
た
、
最
末
尾
に
あ
た
る
一
一
八
丁
は
特
に
損
傷
が
目
立
つ
。
前
小
口
の
一

部
が
失
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
一
一
八
丁
裏
の
ノ
ド
も
失
わ
れ
て
い
る
が
、
丁

表
は
一
部
の
欠
損
で
済
ん
で
い
る
。
該
本
は
丁
を
合
い
剥
ぎ
し
、
あ
ら
た
な
紙

に
貼
り
合
わ
せ
る
修
補
を
経
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
か
と
思
わ
れ
る
が
、
な

ぜ
こ
こ
ま
で
裏
の
ノ
ド
の
み
欠
損
し
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
こ

の
欠
損
に
つ
い
て
は
、
流
布
本
の
系
統
に
関
わ
る
こ
と
を
後
に
述
べ
る
。

　

な
お
、
付
属
文
書
と
し
て
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
と
推
定
さ
れ
る
）
24
（

某
家

宛
（
切
除
さ
れ
て
い
る
）
の
畠
山
牛
庵
書
状
が
あ
り
、
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）

に
は
古
筆
了
延
の
極
書
、
年
未
詳
な
が
ら
同
じ
く
古
筆
了
延
に
よ
る
三
井
八
右

衛
門
宛
の
由
緒
書
が
あ
り
、
一
八
世
紀
に
は
三
井
家
に
伝
来
し
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
い
ず
れ
の
文
書
も
該
本
が
藤
原
公
任
自
筆
『
拾
遺
抄
』
で
あ
る
こ
と
を

鑑
定
し
た
も
の
。
ま
た
、
桐
印
籠
箱
の
収
納
箱
、
桐
桟
蓋
箱
の
中
箱
、
桐
台
差

箱
の
外
箱
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
二
九
年
に
作
ら
れ
た
外
箱
に
は
「
拾
遺

抄
四
条
大
納
言
卿
筆
小
堀
遠
州
侯
旧
蔵
」
の
貼
紙
が
あ
る
。
遠
州
旧
蔵
で
あ
る
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こ
と
は
、
了
延
の
極
書
に
も
あ
る
。
公
任
自
筆
本
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

　

以
上
書
誌
情
報
ほ
か
を
述
べ
た
が
、
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
一
首
一
行
書
き
の

例
が
あ
る
点
、
一
面
の
行
数
が
増
え
詰
め
て
書
写
さ
れ
る
点
、
そ
し
て
最
末
尾

が
欠
落
と
見
な
せ
る
点
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
原
則
一
首
二
行
書
き
で
あ
っ
た
歌
が
、
二
句
・
三
句
と
四
句
・
結
句

が
そ
れ
ぞ
れ
細
字
双
行
で
書
か
れ
一
行
と
な
る
例
を
と
り
あ
げ
る
（
図
一
）。

該
当
す
る
歌
を
部
立
と
『
新
編
国
歌
大
観
』（
底
本
は
書
陵
部
本
）
の
番
号
で

示
せ
ば
、（
秋
・
一
〇
二
）、（
冬
・
一
五
七
）、（
別
・
二
一
六
）、（
恋
下
・
三
三
〇
）、

（
雑
上
・
書
陵
部
本
に
無
い
三
九
九
の
次
に
置
か
れ
る
歌
）、（
雑
上
・
四
五
四
）、

（
雑
上
・
四
九
六
）、（
雑
下
・
五
二
四
）、（
雑
下
・
五
六
三
）
の
九
首
で
あ
る
。

　

梅
澤
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
一
行
書
の
和
歌
は
、「
書
写
の
ス
ペ
ー
ス

に
詰
ま
り
一
行
に
書
写
す
る
た
め
の
工
夫
）
25
（

」
で
あ
り
、
書
写
の
紙
幅
を
節
約
す

る
意
識
が
う
か
が
わ
れ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
は
必
ず
丁
表
末
尾
（
つ
ま
り
見
開
き

の
奥
に
あ
た
る
）
に
現
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
極
力
和
歌
を
一
面
で
書
き
き
り

た
い
と
い
う
意
識
を
も
う
か
が
わ
せ
る
）
26
（

。

　

紙
幅
の
節
約
意
識
は
、
該
本
の
一
面
の
行
数
か
ら
も
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

三
井
本
の
丁
数
・
表
裏
・
一
面
の
行
数
を
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

墨
付
一
面
八
行
、
全
一
二
二
丁
（
墨
付
一
一
八
丁
目
ま
で
）

五
四
丁
オ
以
降
、
一
面
九
行

五
九
丁
ウ
の
み
、
一
面
八
行

八
七
丁
オ
以
降
、
一
面
一
〇
行

図一　三井本　一五丁表
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九
八
丁
ウ
の
み
、
一
面
一
一
行

九
九
丁
ウ
以
降
、
一
面
一
一
行

一
〇
二
丁
ウ
の
み
、
一
面
一
二
行

一
〇
三
丁
ウ
以
降
、
一
面
一
二
行

一
〇
六
丁
ウ
、
一
〇
七
丁
オ
の
み
、
一
面
一
四
行

一
〇
七
丁
ウ
以
降
、
一
面
一
三
行

一
一
〇
丁
オ
の
み
、
一
四
行

一
一
一
丁
ウ
以
降
、
一
二
行

一
一
三
丁
オ
の
み
、
一
三
行

一
一
四
丁
ウ
以
降
、
一
三
行

一
一
五
丁
ウ
の
み
一
四
行

末
尾
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
一
面
書
写
の
行
数
が
増
え
て
い
き
、
末
尾
に
到
っ
て

は
一
面
一
三
行
（
最
大
一
四
行
）
で
写
さ
れ
る
。

　

歌
を
で
き
る
だ
け
一
葉
に
収
め
、
右
の
よ
う
に
一
面
の
行
数
が
増
え
て
い
く

の
は
、
書
写
時
、
紙
幅
に
余
裕
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

　

該
本
の
装
丁
で
あ
る
列
帖
装
に
つ
い
て
、
例
え
ば
橋
本
不
美
男
は
次
の
よ
う

に
述
べ
る
。

列
帖
装
の
場
合
は
、
簡
単
に
増
加
で
き
な
い
装
幀
の
た
め
、
書
か
れ
て
か

ら
製
本
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
）
27
（

。

つ
ま
り
、
列
帖
装
は
、
製
本
前
に
書
写
が
な
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
と
さ
れ

る
。
ま
た
近
時
、
櫛
笥
節
男
は
、
中
世
近
世
の
史
料
に
よ
っ
て
、
列
帖
装
（
櫛

笥
は
「
大
和
綴
」
と
呼
称
す
る
）
製
本
の
前
に
書
写
が
な
さ
れ
た
例
を
示
し
、

橋
本
の
説
を
補
強
し
て
い
る
）
28
（

。

　

た
だ
し
、
櫛
笥
論
に
た
い
し
て
兼
築
信
行
が
「
大
冊
の
中
途
ま
で
書
き
込
み

以
後
に
大
き
な
白
紙
部
分
を
持
つ
本
も
存
し
、
な
お
さ
ま
ざ
ま
な
場
合
も
あ
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
如
何
）
29
（

」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
そ
う
で
は
な
い
場
合
も

ま
ま
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
）
30
（

。
該
本
の
以
上
の
現
象
も
、
製
本
後
の
書
写
と
考
え

る
と
説
明
が
つ
く
。

　

該
本
は
製
本
後
、
紙
幅
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
写
さ
れ
た
と
考
え
る
と
、
前

節
末
尾
で
と
り
あ
げ
た
高
光
詠
詞
書
も
説
明
が
可
能
で
あ
る
。
当
該
歌
は
、
詞

書
（
最
大
一
行
二
〇
字
程
度
）
に
「
月
を
見
侍
て
」
を
加
え
る
と
、
一
行
増
加

す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
、
行
数
・
紙
幅
を
節
約
す
る

た
め
の
手
段
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

さ
て
、
最
末
尾
（
一
一
八
丁
裏
）
に
つ
い
て
も
考
え
た
い
。
一
一
八
丁
表
（
図

二
）
に
よ
っ
て
、
一
面
一
三
行
（
和
歌
は
基
本
的
に
二
行
、
詞
書
は
一
行
二
〇

字
前
後
）
で
書
か
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
丁
裏
の
最
末
尾
（
図
三
）
に
お

い
て
も
一
三
行
で
書
か
れ
て
い
た
と
し
た
ら
、
三
井
本
の
一
一
八
丁
裏
は
次
の

よ
う
に
な
る
。
な
お
、
判
読
不
能
の
箇
所
に
は
□
で
囲
っ
て
示
し
た
。

　
　

順
か
子
な
く
な
り
て
侍　
　
　

ろ
つ
か
は
し
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
輔

お
も
ひ
や
る
こ
ゝ
ひ
の
も
り
の
し
つ
く
に
は

よ
そ
な
る
人
の
そ
て
も
ぬ
れ
け
り

　
　

子
に
ま
か
り
お
く
れ
て
よ
み
侍
け
る　

重
之

な
よ
た
け
の
わ
か
こ
の
よ
を
は
し
ら
す
し
て
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図二　三井本　一一八丁表

図三　三井本　一五丁裏
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お
ほ
し
た
て
つ
と
お
も
ひ
け
る
か
な

　
　

め
な
く
な
り
て
の
ち
こ
も
う
せ
侍
に
け
る
人
を
と
ふ

　
　

ら
ひ
に
つ
か
は
し
た
り
け
れ
は　

読
人
不
知

い
か
に
せ
ん
し
の
ふ
の
く
さ
も
つ
み
わ
ひ
ぬ

か
た
み
と
見
え
し
こ
だ
に
な
け
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
二
行
空
白
）　
　
　

」

　

注
目
す
べ
き
は
、
詞
書
「
順
か
子
な
く
な
り
て
侍　
　
　

ろ
つ
か
は
し
け
る
」

で
あ
る
。
転
写
本
た
る
島
大
本
と
は
異
な
る
箇
所
と
し
て
、
梅
澤
も
指
摘
し
て

い
る
）
31
（

。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
は
島
大
本
に
留
ま
ら
ず
、
流
布
本
系
統
に
関
わ
る
大

き
な
異
同
な
の
で
あ
る
。
島
大
本
を
初
め
と
す
る
流
布
本
系
統
は
「
順
か
子
な

く
な
り
て
」
で
あ
る
。
一
方
、
系
統
の
こ
と
な
る
二
本
の
う
ち
、
書
陵
部
本
は

「
し
た
か
ふ
か
こ
な
く
な
り
侍
け
る
こ
ろ
と
ひ
に
つ
か
は
し
け
る
」、
も
う
一
方

の
貞
和
本
は
「
順
か
こ
な
く
な
り
侍
に
け
る
こ
ろ
と
ふ
ら
ひ
に
つ
か
は
し
け

る
」
で
あ
っ
て
、
こ
の
箇
所
が
流
布
本
系
統
の
独
自
本
文
と
さ
れ
て
き
た
。

　

現
存
三
井
本
の
判
読
不
能
部
は
、
他
本
系
統
を
参
照
す
る
に
「
順
か
子
な
く

な
り
て
〔
侍
け
る
こ
〕
ろ
つ
か
は
し
け
る
」
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
流
布
本
系
統

の
本
来
の
詞
書
で
あ
っ
た
。
こ
の
箇
所
は
、
書
陵
部
本
の
「
と
ひ
に
」、
貞
和

本
の
「
と
ふ
ら
ひ
」
で
対
立
す
る
が
、
流
布
本
系
統
で
は
そ
も
そ
も
書
か
れ
な

い
。
こ
れ
は
流
布
本
系
統
の
詞
書
が
簡
潔
な
傾
向
を
示
す
こ
と
と
矛
盾
し
な
い
。

　

流
布
本
の
書
写
者
は
、
三
井
本
の
当
該
詞
書
の
欠
損
部
分
が
判
読
で
き
ず
、

そ
れ
以
降
の
詞
書
を
書
か
な
い
と
い
う
処
理
を
し
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
ゆ

え
の
異
な
り
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
三
井
本
が
（
少
な
く
と
も
現
存
す
る
）

流
布
本
系
統
の
源
流
に
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
、
と
言
え
る
。

四
、
流
布
本
『
拾
遺
抄
』
巻
一
〇
（
雑
下
）
の
復
元
推
定

　

三
井
本
は
こ
こ
で
終
わ
っ
て
い
る
が
、『
拾
遺
抄
』
の
他
の
伝
本
で
は
、
こ

の
後
に
十
数
首
が
続
く
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、『
群
書
類
従
』
に
お
い
て
塙
保

己
一
が
底
本
の
末
尾
を
欠
脱
と
見
な
し
、
定
家
本
『
拾
遺
集
』
と
、
そ
の
集
付

に
よ
っ
て
増
補
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
三
好
英
二
は
書
陵
部
本
と
貞
和
本
を

基
に
復
元
を
試
み
て
い
る
）
32
（

。
さ
ら
に
、
平
田
喜
信
に
よ
っ
て
、
定
家
本
『
拾
遺

集
』
に
見
え
る
『
拾
遺
抄
』
の
集
付
に
着
目
し
、『
群
書
類
従
』
で
の
処
理
に

対
す
る
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
）
33
（

。

　

現
存
三
井
本
の
末
尾
に
つ
い
て
、
梅
澤
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

今
回
新
た
に
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
と
し
て
、
巻
末
に
墨
書
の
擦
消
し
痕

が
あ
り
、
最
終
歌
・
五
七
一
番
「
い
か
に
せ
む
」
の
後
に
も
、
引
き
続
き

本
文
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
（
略
）
三
井
文
庫
本
巻
末
に
破
損
が
あ
る
た

め
、
現
在
有
る
五
七
一
番
歌
を
巻
末
の
和
歌
と
見
せ
る
こ
と
と
し
、
こ
の

本
が
完
本
で
あ
る
よ
う
に
見
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
る
）
34
（

。

で
は
、
末
尾
二
行
の
復
元
を
試
み
た
い
。
詞
書
は
一
行
二
〇
字
前
後
と
し
、
詞

書
の
比
較
的
短
い
貞
和
本
の
本
文
を
用
い
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

二
人
の
こ
侍
け
る
人
の
一
人
は
る
み
ま
か
り
い
ま
一

人
は
秋
な
く
な
り
侍
け
る
を
人
の
と
ふ
ら
ひ
侍
け
れ
は　
（
四
一
字
）
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最
末
尾
二
行
は
詞
書
で
終
わ
る
こ
と
が
想
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
末
尾
の
欠
落

し
て
い
る
流
布
本
系
統
は
、
系
統
最
古
写
本
で
あ
る
三
井
本
の
書
誌
的
な
事
情

に
よ
る
も
の
と
い
う
可
能
性
が
こ
こ
で
指
摘
で
き
る
。

　

梅
澤
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
墨
書
の
擦
消
痕
か
と
推
定
さ
れ
る
や
や
黒
ず

ん
だ
箇
所
は
、
歌
頭
部
分
で
は
な
く
、
詞
書
の
書
か
れ
る
二
字
ほ
ど
下
が
っ
た

部
分
に
見
え
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
こ
の
推
定
は
裏
書
き
で
き
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

本
文
に
続
き
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
梅
澤
の
指
摘
は
、
稿
者
の
調

査
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
最
末
尾
の
括
り
は
一
八
丁
（
う
ち
遊
紙
二
丁

表
紙
一
丁
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
修
補
の
な
さ
れ
た
現
存
本
の
状
態
で
あ
る
。

末
尾
二
丁
分
の
遊
紙
は
、
原
本
の
紙
が
貼
ら
れ
て
お
ら
ず
、
修
補
時
に
用
い
ら

れ
た
紙
の
み
で
あ
る
。

　

列
帖
装
は
二
つ
折
り
の
紙
を
重
ね
て
一
つ
の
括
り
と
す
る
。
当
該
末
尾
は
九

枚
の
紙
を
重
ね
て
い
る
が
、
原
態
に
あ
っ
た
は
ず
の
、
そ
の
内
の
下
か
ら
二
枚

目
と
三
枚
目
の
半
分
（
す
な
わ
ち
、
一
六
丁
目
と
一
七
丁
目
）
が
、
現
存
本
で

は
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
即
ち
、
末
尾
に
あ
た
る
七
括
目
の
丁
数
を

数
え
る
と
、
三
井
本
の
原
態
本
文
は
も
う
二
丁
分
（
す
な
わ
ち
も
う
四
面
）
存

在
し
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
こ
れ
以
降
の
推
定
も
可
能
で
あ
る
。『
群
書
類
従
』
で
は
、
現
存

三
井
本
の
末
尾
に
あ
た
る
「
い
か
に
せ
ん
…
」
詠
の
次
に

　
　
　

此
巻
亦
十
五
首
脱
算
合
如
前

小
野
宮
大
い
ま
う
ち
君
い
つ
し
か
と
の
下

返
し

と
ゝ
め
て
も
何
に
か
は
せ
ん
濵
千
鳥
ふ
り
ぬ
る
跡
は
な
み
に
消
つ
ゝ

以
下
十
四
首
疑
ら
く
は
よ
み
人
し
ら
す
い
か
に
せ
ん
の
下
に
あ
る
へ

し

と
記
し
、
実
資
詠
の
一
首
と
、
欠
脱
部
に
一
四
首
を
増
補
し
て
い
る
。
こ
れ
は

定
家
本
『
拾
遺
集
』
を
も
っ
て
欠
脱
部
を
推
定
し
た
も
の
で
あ
る
（
後
述
）。

　

ま
た
、
三
好
英
二
は
貞
和
本
と
書
陵
部
本
を
も
と
に
、
流
布
本
系
統
の
末
尾

を
推
定
し
、
書
陵
部
本
の
歌
順
と
一
致
す
る
と
し
た
）
35
（

。

　

一
方
で
、
平
田
喜
信
は
、
貞
和
本
と
書
陵
部
本
の
両
書
に
な
く
『
拾
遺
集
』

の
集
付
に
よ
っ
て
存
在
の
う
か
が
わ
れ
る
箇
所
を
も
考
慮
に
入
れ
て
い
る
。
定

家
本
『
拾
遺
集
』
で
は
『
拾
遺
抄
』
の
集
付
が
な
さ
れ
る
が
、
北
野
克
旧
蔵
本

『
拾
遺
集
）
36
（

』
は
、『
拾
遺
抄
』
の
恋
上
・
下
、
雑
上
・
下
の
歌
に
、
巻
内
の
通
し

番
号
（
算
合
集
付
）
を
付
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
田
は
こ
れ
に
加
え
て
、
静
嘉

堂
文
庫
蔵
本
（
伝
冷
泉
為
秀
筆
本
）
に
も
算
合
集
付
を
見
い
だ
し
、
両
者
の
検

討
を
行
い
、
三
好
の
復
元
に
、
二
首
を
加
え
た
本
文
の
存
在
を
示
唆
す
る
）
37
（

。
三

井
本
で
は
、
い
ず
れ
の
想
定
が
妥
当
か
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
面
一
三
行
、
詞
書
は
一
行
二
〇
字
前
後
と
し
、
比
較
的
詞
書
の
簡
潔
な
貞

和
本
の
本
文
で
示
そ
う
。
た
だ
し
、
途
中
、
貞
和
本
に
は
無
く
書
陵
部
本
に
の

み
確
認
で
き
る
箇
所
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
三
好
の
述
べ
る
よ
う
に
貞
和
本
の
落

丁
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
）
38
（

。
書
陵
部
本
の
本
文
を
ふ
く
め
る
こ
と
と
す
る
。

は
る
は
は
な
あ
き
は
も
み
ち
と
ち
り
ぬ
れ
は

た
ち
か
へ
る
へ
き
こ
の
も
と
そ
な
き
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去
年
の
秋
む
す
め
に
ま
か
り
お
く
れ
て
む
ま
こ
の

こ
れ
の
り
か
の
ち
の
は
る
兵
衛
佐
に
な
り
て
侍
け
る

を
よ
ろ
こ
ひ
つ
か
は
し
た
り
け
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皇
太
后
宮
権
大
夫
国
章

か
く
し
こ
そ
は
る
の
は
し
め
は
う
れ
し
け
れ

つ
ら
き
は
あ
き
の
を
は
り
な
り
け
り

題
不
知　

読
人
不
知

と
り
へ
や
ま
た
に
ゝ
け
ふ
り
の
も
え
た
ゝ
は

は
か
な
く
み
え
し
わ
れ
と
し
ら
な
ん

忠
連
か
房
の
障
子
の
ゑ
に
法
師
の
死
て
侍
る
か
は
ね

を
法
師
の
み
侍
て
な
き
た
る
か
た
を
か
き
て
侍
を
山 

」
一
丁
オ

に
の
ほ
り
て
侍
つ
い
て
に
み
侍
て　

相
方
朝
臣

ち
き
り
あ
れ
は
か
は
ね
な
れ
と
も
あ
ひ
ぬ
る
を

わ
れ
を
は
た
れ
か
と
は
ん
と
す
ら
ん

む
か
し
見
は
へ
り
し
ひ
と
ひ
と
お
ほ
く
な
く
な
り
は

へ
る
こ
と
を
お
も
ひ
つ
ら
ね
て　

為
頼
朝
臣

よ
の
な
か
に
あ
ら
ま
し
か
は
と
お
も
ふ
人

な
き
か
お
ほ
く
も
な
り
に
け
る
か
な

藤
原
た
め
ま
さ
の
朝
臣
普
門
寺
に
て
経
く
や
う
し
は

へ
り
け
る
又
の
日
こ
れ
か
れ
も
ろ
と
も
に
か
へ
り
侍
り
け

る
つ
い
て
に
小
野
に
立
ち
よ
り
は
へ
り
け
る
に
は
な
の

お
も
し
ろ
く
は
へ
り
け
れ
ば
ひ
と
ひ
と
う
た
よ
み
は

へ
り
け
る
に　
　
　
　
　
　
　

右
近
大
将
道
綱
母

た
き
ゝ
こ
る
こ
と
は
き
の
ふ
に
つ
き
に
し
を 

」
一
丁
ウ

い
さ
を
の
の
え
は
こ
ゝ
に
く
た
さ
む

法
師
に
な
り
侍
ら
ん
と
て
い
て
侍
け
る
を
り
家
に
か

き
を
き
て
侍
け
る　
　
　
　
　

大
内
記
慶
滋
保
胤

う
き
よ
を
は
そ
む
か
は
け
ふ
も
そ
む
き
て
む

あ
す
も
あ
り
と
は
お
も
ふ
へ
き
か
は

あ
さ
か
ほ
の
は
な
を
人
の
も
と
に
つ
か
は
す
と
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
信
朝
臣

あ
さ
か
ほ
ゝ
な
に
は
か
な
し
と
お
も
ひ
け
ん

は
な
を
わ
れ
を
は
さ
こ
そ
み
る
ら
め

よ
の
中
の
こ
ゝ
ろ
ほ
そ
く
お
ほ
え
け
れ
は
源
清
忠
の

の
朝
臣
許
に
よ
み
て
つ
か
は
し
け
る　

貫
之

て
に
む
す
ふ
み
つ
に
や
と
れ
る
つ
き
か
け
の

あ
る
か
な
き
か
の
よ
に
こ
そ
あ
り
け
れ 

」
二
丁
オ

こ
の
哥
よ
み
侍
て
の
ち
ほ
と
な
く
み
ま
か
り
に
け
り

と
な
ん
家
の
集
に
か
き
つ
け
て
侍
け
る

題
不
知　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沙
弥
満
誓

よ
の
な
か
を
な
に
ゝ
た
と
へ
ん
あ
さ
ほ
ら
け

こ
き
ゆ
く
ふ
ね
の
あ
と
の
し
ら
な
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
み
人
し
ら
ず

や
ま
て
ら
の
い
り
あ
ひ
の
か
ね
の
こ
ゑ
こ
と
に

この箇所貞和本にナシ
書陵部本を示す



流布本『拾遺抄』の生成

（167）924

け
ふ
も
く
れ
ぬ
と
き
く
そ
か
な
し
き

行
し
侍
け
る
ひ
と
の
く
る
し
く
お
ぼ
え
侍
け
れ
ば
え

お
き
侍
ら
さ
り
け
る
後
夜
に
を
か
し
け
な
る
小
法
師

の
つ
き
を
と
ろ
か
す
と
て
よ
み
侍
け
る

と
し
を
へ
て
は
ら
ふ
ち
り
た
に
あ
る
物
を

い
ま
い
く
よ
と
て
た
ゆ
む
な
る
ら
む 

」
二
丁
ウ

市
門
に
か
き
つ
け
て
侍
け
る　

空
也
聖
人

ひ
と
た
ひ
も
な
も
あ
み
た
ふ
と
い
ふ
ひ
と
の

は
ち
す
の
う
へ
に
の
ほ
ら
ぬ
は
な
し

　

以
上
の
よ
う
に
、
一
面
一
三
行
で
は
、
三
行
足
り
な
い
。
た
だ
し
、（
現
存

末
尾
の
一
一
八
丁
裏
を
含
め
）
一
面
一
四
行
の
書
写
で
あ
っ
た
な
ら
、
遊
紙
の

二
丁
分
で
収
ま
る
。
貞
和
本
と
書
陵
部
本
の
本
文
を
混
合
し
て
想
定
す
る
以
上
、

確
た
る
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
最
末
尾
で
収
ま
ら
な
か
っ
た
場
合
と
、
収
ま
っ

た
場
合
の
い
ず
れ
を
も
想
定
で
き
る
。
後
者
で
あ
る
と
す
る
と
、
三
井
本
は
完

本
で
あ
り
、
二
丁
分
は
原
態
に
は
あ
り
、
伝
来
の
中
で
失
わ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
前
者
で
あ
っ
て
も
原
態
と
し
て
二
丁
が
存
在
し
た
場
合
が
あ
る
。
想

定
し
た
本
文
で
は
あ
る
が
、
右
の
よ
う
に
書
写
が
な
さ
れ
て
い
た
と
す
る
と
、

巻
軸
の
空
也
詠
一
首
の
み
が
欠
け
て
し
ま
う
。
し
か
し
、「
と
し
を
へ
て
…
」

詠
で
違
和
感
な
く
書
写
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
巻
軸
一
首
が
欠

け
た
状
態
で
良
し
と
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
、
現
状
遊
紙
の
部
分
は
原
態

と
し
て
存
在
し
て
お
り
、
伝
来
の
中
で
失
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

一
方
、
書
写
者
が
巻
軸
一
首
の
み
欠
く
こ
と
を
許
容
し
な
か
っ
た
場
合
や
、

想
定
本
文
以
上
の
行
数
を
要
し
て
い
た
場
合
、
末
尾
二
丁
分
が
、
三
井
本
の
成

立
段
階
で
切
り
取
ら
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
梅
澤
の
想
定
す
る
よ
う
に
、
書

き
切
れ
な
か
っ
た
末
尾
二
丁
を
切
断
し
、
現
存
墨
付
き
末
尾
（
一
一
八
丁
裏
）

の
詞
書
を
消
去
し
た
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
か
も
知
れ
な
い
。
例
え
ば
想
定
し

た
本
文
で
考
え
る
と
、
想
定
本
文
二
丁
目
（
一
二
〇
丁
）
の
み
を
切
断
し
た
場

合
、
左
の
よ
う
に
、
末
尾
（
一
一
九
丁
裏
）
は
道
綱
母
詠
の
詞
書
と
上
句
の
み

が
残
る
。

に
の
ほ
り
て
侍
つ
い
て
に
み
侍
て　

相
方
朝
臣

ち
き
り
あ
れ
は
か
は
ね
な
れ
と
も
あ
ひ
ぬ
る
を

わ
れ
を
は
た
れ
か
と
は
ん
と
す
ら
ん

む
か
し
見
は
へ
り
し
ひ
と
ひ
と
お
ほ
く
な
く
な
り
は

へ
る
こ
と
を
お
も
ひ
つ
ら
ね
て　

為
頼
朝
臣

よ
の
な
か
に
あ
ら
ま
し
か
は
と
お
も
ふ
人

な
き
か
お
ほ
く
も
な
り
に
け
る
か
な

藤
原
た
め
ま
さ
の
朝
臣
普
門
寺
に
て
経
く
や
う
し
は

へ
り
け
る
又
の
日
こ
れ
か
れ
も
ろ
と
も
に
か
へ
り
侍
り
け

る
つ
い
て
に
小
野
に
立
ち
よ
り
は
へ
り
け
る
に
は
な
の

お
も
し
ろ
く
は
へ
り
け
れ
ば
ひ
と
ひ
と
う
た
よ
み
は

へ
り
け
る
に　
　
　
　
　
　
　

右
近
大
将
道
綱
母

た
き
ゝ
こ
る
こ
と
は
き
の
ふ
に
つ
き
に
し
を

二
行
の
歌
を
一
行
に
収
め
る
の
は
、
丁
表
の
末
尾
に
の
み
な
さ
れ
る
処
理
で
あ

る
か
ら
、
当
該
道
綱
母
詠
に
は
な
さ
れ
な
い
。
上
の
句
の
み
が
残
る
の
で
あ
る
。
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当
該
歌
を
擦
り
消
す
処
置
も
あ
ろ
う
が
、
詞
書
が
五
行
に
わ
た
る
。
丁
の
半
分

ほ
ど
を
擦
り
消
す
よ
り
も
、
当
該
の
丁
を
も
切
り
取
る
と
い
う
処
置
が
選
択
さ

れ
た
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

な
お
、
想
定
本
文
以
上
の
行
数
を
要
し
て
い
た
場
合
を
考
え
る
と
、
平
田
の

示
唆
し
た
よ
う
な
集
付
の
通
り
に
歌
を
有
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

右
の
想
定
本
文
に
二
首
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
一
首
は
、
貞
和
本
で
脱
落
し
た

と
思
わ
れ
る
箇
所
の
為
頼
詠
の
返
歌
、
公
任
詠
。
定
家
本
『
拾
遺
集
』
の
本
文
）
39
（

を
示
す
。

返
し　
　
　
　

右
衛
門
督
公
任

常
な
ら
ぬ
世
は
う
き
身
こ
そ
か
な
し
け
れ
そ
の
か
す
に
た
に
い
ら
し
と
お

も
へ
は

想
定
本
文
で
は
三
行
増
え
る
。
ま
た
、
も
う
一
首
は
、
慶
滋
保
胤
詠
「
う
き
世

を
は
」
の
次
に
置
か
れ
る
。
同
じ
く
定
家
本
を
示
す
。

題
し
ら
す　
　

よ
み
人
し
ら
す

世
中
に
牛
の
車
の
な
か
り
せ
は
思
ひ
の
家
を
い
か
て
い
て
ま
し

こ
ち
ら
も
想
定
本
文
で
は
三
行
増
え
る
。『
拾
遺
集
』
に
お
い
て
は
、
今
取
り

上
げ
た
二
首
そ
れ
ぞ
れ
、
前
の
歌
が
『
拾
遺
抄
』
と
同
じ
で
あ
る
（
こ
れ
は
諸

本
異
同
が
な
い
）。

　

そ
う
す
る
と
、
六
行
が
加
わ
り
、
想
定
本
文
で
は
、
都
合
九
行
溢
れ
、「
や

ま
て
ら
の
…
」
の
上
句
で
紙
幅
が
尽
き
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
三
井
本
が

『
拾
遺
抄
』
書
写
の
途
絶
し
た
本
と
す
る
な
ら
ば
、
平
田
の
算
合
集
付
の
歌
も

加
わ
っ
て
い
た
と
考
え
て
も
矛
盾
し
な
い
。

　

一
方
、
一
面
一
四
行
、
算
合
集
付
の
無
い
場
合
は
、
三
井
本
が
完
本
で
あ
っ

た
と
言
え
る
。
そ
う
す
る
と
、
奥
書
識
語
の
な
い
本
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。
欠
落
し
た
二
丁
分
の
行
方
は
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
一
面
一
四
行
の
書
写
は
部
分
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
二
丁

四
面
に
わ
た
っ
て
な
さ
れ
た
と
考
え
る
の
は
や
や
無
理
の
あ
る
想
定
か
も
し
れ

な
い
。
た
だ
し
、
現
存
最
末
尾
の
一
一
八
丁
裏
は
、
表
と
比
較
し
て
や
や
詰
め

て
書
か
れ
て
お
り
、
一
面
一
四
行
で
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。
な
お
、
現
状
で

は
当
該
丁
の
喉
の
部
分
が
失
わ
れ
て
お
り
、
一
四
行
目
が
あ
っ
た
と
し
て
も
そ

の
痕
跡
を
み
る
こ
と
は
叶
わ
な
い
。

　

完
本
で
あ
っ
た
と
い
う
想
定
で
は
、
現
存
末
尾
の
形
態
、
つ
ま
り
詞
書
（
歌

本
文
の
上
の
句
も
含
ま
れ
る
か
）
の
抹
消
を
、
該
本
成
立
時
点
の
も
の
と
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
該
本
が
末
尾
の
失
わ
れ
た
状
態
で
伝
来
し
、
修

補
の
段
階
で
、
あ
た
か
も
完
本
と
見
え
る
よ
う
に
処
理
さ
れ
た
、
と
想
定
で
き

る
だ
ろ
う
か
。

　

該
本
は
複
数
の
鑑
定
家
に
よ
り
、
公
任
自
筆
本
と
し
て
権
威
付
け
さ
れ
て
き

た
本
で
あ
る
。
自
筆
本
と
し
て
の
権
威
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
に
、
伝
来
の
中

で
完
本
に
装
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

そ
の
処
理
が
い
つ
の
段
階
で
あ
っ
た
か
に
せ
よ
、
該
本
の
現
状
か
ら
、
末
尾

二
丁
を
切
り
取
っ
て
巻
末
の
よ
う
に
処
理
が
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
。
本
節
は
前
節
の
梅
澤
の
指
摘
を
補
強
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
『
拾
遺
抄
』
の
本
文
の
問
題
か
ら
言
え
ば
、
三
井
本
末
尾
が
、
三
好
英
二
の

想
定
し
た
よ
う
に
書
陵
部
本
と
同
様
で
あ
っ
た
場
合
に
加
え
、
平
田
喜
信
が
想
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定
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
に
二
首
加
わ
っ
た
定
家
所
持
本
『
拾
遺
抄
』
と
同
様
で

あ
っ
た
場
合
の
二
つ
が
想
定
で
き
る
。
現
状
で
は
、『
拾
遺
抄
』
の
末
尾
は
書

陵
部
本
（
と
そ
の
臨
模
本
）
か
ら
し
か
窺
い
知
れ
な
い
が
、
そ
う
で
は
な
い
末

尾
も
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
未
だ
調
査
さ
れ
て
い
な
い
『
拾
遺
抄
』
伝
本

の
解
明
が
急
が
れ
る
）
40
（

。

五
、
三
井
本
か
ら
島
大
本
へ

　

前
節
ま
で
、
三
井
本
が
流
布
本
系
統
の
源
流
に
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。

本
節
で
は
、
そ
の
転
写
本
で
あ
る
島
大
本
に
つ
い
て
、
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

　

島
大
本
は
、
袋
綴
の
写
本
一
冊
で
あ
る
が
、
六
〇
丁
の
表
と
裏
（
恋
上
の
巻

頭
）
で
貼
り
合
わ
せ
た
と
思
わ
れ
、
二
冊
を
一
冊
に
し
た
合
冊
本
と
考
え
ら
れ

る
。
全
一
二
〇
丁
、
寸
法
は
縦
二
三
・
五
糎
、
横
一
六
・
一
糎
。「
糸
地
絞
繻

子
包
み
表
紙
の
左
上
方
に
布
地
の
題
簽
を
貼
り
「
拾
遺
抄
」
と
外
題
す
る
）
41
（

」。

見
返
し
は
金
砂
子
散
ら
し
。
本
文
は
薄
様
の
斐
紙
。

　

問
題
は
、
一
面
の
行
数
で
あ
る
。
一
定
し
な
い
が
、
こ
れ
は
三
井
本
と
対
応

し
て
い
る
。
し
か
し
、
冒
頭
部
の
一
面
の
行
数
の
み
、
三
井
本
と
異
な
る
。
三

井
本
の
巻
頭
と
島
大
本
の
巻
頭
を
次
に
翻
字
し
て
示
す
。

【
三
井
本
】

拾
遺
抄
巻
第
一

　

春
部

　
　

平
定
文
か
家
に
哥
合
し
侍
け
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

壬
生
忠
岑

は
る
た
つ
と
い
ふ
は
か
り
に
や
み
よ
し
の
ゝ

山
も
か
す
み
て
け
さ
は
み
ゆ
覧

　
　

承
平
四
年
中
宮
の
賀
し
侍
け
る
屏
風

　
　

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
二
オ

【
島
大
本
】

拾
遺
抄
巻
第
一

　

春
部

　
　

平
定
文
か
家
に
哥
合
し
侍
け
るマ
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

壬
生
忠
岑

は
る
た
つ
と
い
ふ
は
か
り
に
や
み
よ
し
の
ゝ

山
も
か
す
み
て
け
さ
は
み
ゆ
覧

　
　

承
平
四
年
中
宮
の
賀
し
侍
け
る
屏
風　
　
　
　
　
　
　
　

」
二
オ

ま
ず
、
島
大
本
で
は
、
巻
頭
歌
の
詞
書
「
承
平
四
年
中
宮
の
賀
し
侍
け
る
屏
風

に
（
三
井
本
）」
の
「
に
」
が
こ
の
面
に
は
書
か
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
三
井
本

で
は
一
面
八
行
で
あ
っ
た
も
の
が
、
島
大
本
で
は
、
七
行
と
な
っ
て
い
る
。
三

井
本
の
八
行
目
に
あ
た
る
詞
書
の
「
に
」
が
、
島
大
本
で
は
二
丁
裏
で
写
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

　

一
面
七
行
は
五
丁
裏
ま
で
続
き
、
六
丁
表
に
至
っ
て
一
面
八
行
と
な
る
。
な

お
、
こ
の
間
に
三
井
本
に
行
数
の
変
化
は
な
い
。
そ
し
て
、
六
丁
裏
と
七
丁
表

で
、
一
面
の
行
数
を
親
本
た
る
三
井
本
に
合
わ
せ
る
意
識
が
決
定
的
と
な
る
。

島
大
本
の
六
丁
裏
と
七
丁
表
の
見
開
き
を
翻
字
に
よ
っ
て
示
す
と
次
の
よ
う
に
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な
る
。

　
　

さ
き
た
る
か
た
か
け
る
所
に

　
　
　
　
　
　
　
　

貫
之

む
め
の
は
な
ま
た
ち
ら
ね
と
も
ゆ
く
み
つ
の

そ
こ
に
う
つ
れ
る
か
け
そ
み
え
け
る

　
　

た
い
よ
み
ひ
と
し
ら
す

つ
み
た
む
る
こ
と
の
か
た
き
は
う
く
ひ
す
の

こ
ゑ
す
る
の
へ
の
わ
か
な
ゝ
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

忠
峯　
　
　
　
　
　
　

」
六
オ

　
　
　
　
　
　
　
　

〽
忠
峯

ね
の
ひ
す
る
野
辺
に
こ
ま
つ
の
な
か
り
せ
は

千
よ
の
た
め
し
に
な
に
を
ひ
か
ま
し

　
　

入
道
式
部
卿
の
子
日
し
侍
け
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
中
臣
能
宣

ち
と
せ
ま
て
か
き
れ
る
ま
つ
も
け
ふ
よ
り
は

き
み
に
ひ
か
れ
て
よ
ろ
つ
よ
や
へ
む

子
に
ま
か
り
を
く
れ
て
侍
け
る
こ
と
東
山　
　

」
六
ウ

丁
の
変
わ
り
目
に
「
忠
峯
」
が
二
度
書
か
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
七
行
で
書
写
し
、
前
丁
（
六
丁
表
）
で
八
行
に
方
針
を
転
換
し
た

も
の
の
、
こ
の
ま
ま
で
は
親
本
よ
り
も
一
行
ズ
レ
て
写
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

う
。
そ
こ
で
、
丁
の
変
わ
り
目
に
あ
る
二
文
字
の
作
者
表
記
「
忠
峯
」
を
、
誤

写
を
装
っ
て
（
抹
消
の
庵
点
が
付
さ
れ
る
）
二
度
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
数

を
調
整
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
例
え
ば
、
書
様
が
三
井

本
と
こ
と
な
る
谷
森
本
他
で
は
見
ら
れ
な
い
処
理
で
あ
っ
て
、
島
大
本
が
、
冒

頭
の
書
写
か
ら
、
書
写
態
度
を
一
転
さ
せ
て
三
井
本
を
臨
模
し
よ
う
と
し
た
証

左
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
六
丁
表
以
降
、
一
面
の
行
数
は
三
井
本
に
一
致
す
る
。

　

島
大
本
が
三
井
本
を
傍
ら
に
置
い
て
臨
模
し
た
本
で
あ
る
こ
と
は
、
例
え
ば

（
図
四
）
の
よ
う
に
、
一
行
の
傾
く
書
様
が
散
見
さ
れ
る
点
か
ら
も
う
か
が
わ

れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
忠
実
な
臨
模
を
試
み
て
い
る
島
大
本
で
あ
る
が
、
先
に
指
摘

し
た
誤
脱
と
み
ら
れ
る
箇
所
に
加
え
、
欠
損
の
激
し
い
三
井
本
一
一
八
丁
に
あ

た
る
本
文
も
、
島
大
本
で
は
異
な
り
が
確
認
で
き
る
。
島
大
本
の
末
尾
を
翻
字

し
、
問
題
の
箇
所
に
傍
線
部
と
番
号
を
付
し
て
次
に
示
す
（
□
は
空
所
を
表
す
）。

や
く
す
み
そ
め
の
こ
ろ
も
き
よ
き
①
も
）
42
（

　
　

思
け
る
を
ん
な
に
を
く
れ
て
な
け
き
②
け
る　
　

よ
み

　
　

侍
け
る　
　
　
　
　
　
　
　

大
江
為
基

ふ
ち
こ
ろ
も
あ
ひ
み
る
へ
し
と
お
も
ひ
せ
は

ま
つ
に
か
ゝ
り
て
な
く
さ
め
て
ま
し

う
ら
や
ま
し
い
か
な
る
ひ
と
か
と
こ
ふ
り
し

あ
ひ
お
も
ふ
ひ
と
に
わ
か
れ
さ
る
ら
む

　
　

題
よ
み
ひ
と
し
ら
す

う
つ
く
し
と
お
も
ひ
し
い
も
を
ゆ
め
に
み
て

お
き
て
さ
く
る
に
な
き
か
ゝ
な
し
さ

　
　

兵
衛
佐
の
ふ
か
③
た　
　
　
　

れ
て
侍
け
る
に
お
や
の
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も
と
に
つ
か
は
し
け
る　
　

堀
川
の
お
ほ
い
ま
う
ち
君

④　
　

に
た
に　
つ
れ
〳
〵

に
な
く
ほ
と
ゝ
き
す　
⑤ 　
し
て
こ
ゝ
ひ
の

□
は
い
か
に
そ

 

」
一
二
〇
丁
オ

　
　

順
か
子
な
く
な
り
⑥
て　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
輔

お
も
ひ
や
る
こ
ゝ
ひ
の
も
り
の
し
つ
く
に
は

よ
そ
な
る
人
の
は
て
も
ぬ
れ
け
り

　
　

子
に
ま
か
り
を
く
れ
て
よ
み
侍
け
る　

重
之

な
よ
た
け
の
わ
か
こ
の
よ
を
は
し
ら
す
し
て

お
ほ
し
た
て
つ
と
お
も
ひ
け
る
か
な

　
　

め
な
く
な
り
て
の
ち
こ
も
う
せ
侍
に
け
る
人
を
と
ふ

　
　

ら
ひ
に
つ
か
は
し
た
り
け
れ
は　

読
人
不
知

い
か
に
せ
む
し
の
ふ
の
く
さ
も
つ
み
わ
ひ
ぬ

か
た
み
と
み
え
し
こ
た
に
な
け
れ
は

 

（
以
下
空
白
）」
一
二
〇
丁
ウ

　

①
、三
井
本
の
一
一
八
丁
表
の
ノ
ド
は
一
部
欠
損
し
て
お
り
、「
ひ
と
な
し
ゝ

…
」
詠
の
結
句
の
最
後
の
文
字
（「
み
」）
が
完
全
に
失
わ
れ
て
い
る
。
島
大
本

は
、
そ
の
欠
損
し
た
字
を
想
像
し
て
「
も
（
毛
）」
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

島
大
本
で
は
、
当
該
歌
は
「
人
な
し
し
胸
の
乳
房
を
炎ほ
む
らに
て
焼
く
墨
染
め
の
衣

清
き
も
」
と
な
っ
て
お
り
、
歌
の
意
味
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
、
結
句
が
「
き
よ
き
も
」
と
な
る
例
は
他
本
で
確
認
で
き
な
い
。
②
に
つ
い

て
も
、
同
じ
事
情
で
欠
損
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
想
像
し
て
補
う
の
で
は
な

く
、
空
所
に
す
る
こ
と
で
親
本
の
本
文
欠
損
に
対
応
し
て
い
る
。

図四　島大本　一二〇丁裏
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③
、
④
、
⑤
、
⑥
は
三
井
本
一
一
八
丁
の
前
小
口
の
損
傷
に
よ
る
も
の
。
い

ず
れ
も
空
所
に
し
て
対
応
し
て
い
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
⑥
は
欠
損
部
の
後

に
続
く
は
ず
の
本
文
が
、
島
大
本
で
は
省
か
れ
て
い
る
点
注
目
さ
れ
る
。
空
所

は
忠
実
な
臨
模
の
意
識
の
表
れ
と
思
わ
れ
る
が
、
書
写
者
の
判
断
に
よ
っ
て
、

省
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

一
方
で
、
流
布
本
系
統
で
あ
る
谷
森
本
や
神
宮
文
庫
本
は
、
末
尾
の
欠
損
の

影
響
を
そ
れ
ほ
ど
受
け
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
書

写
の
谷
森
本
の
末
尾
の
一
丁
の
表
裏
を
次
に
示
す
。

　
　

と
し
の
ふ
か
な
か
さ
れ
侍
け
る
と
き
な
か
さ
る
ゝ
人
は
重
服

　
　

の
装
束
し
て
な
ん
ま
か
る
と
き
ゝ
て
は
ゝ
の
も
と
よ
り

　
　

そ
の
き
ぬ
し
て
つ
か
は
す
に
む
す
ひ
つ
け
て
つ
か
は
し

　
　

け
る

人
な
し
ゝ
む
ね
の
ち
ふ
さ
を
ほ
む
ら
に
て
や
く
す
み
そ
め
の
衣
き
よ
き
み

　
　

思
け
る
を
ん
な
に
を
く
れ
て
な
け
き
け
る
こ
ろ
よ
み

　
　

は
へ
り
け
る　
　
　
　
　

大
江
為
基

ふ
ち
衣
あ
ひ
み
る
へ
し
と
思
ひ
せ
は
ま
つ
に
か
ゝ
り
て
な
く
さ
め
て
ま
し

う
ら
山
し
い
か
な
る
人
か
床
ふ
り
て
あ
ひ
思
ふ
人
に
わ
か
か
れ
さ
る
ら
ん

　
　

題
よ
み
人
し
ら
す

う
つ
く
し
と
お
も
ひ
し
い
も
を
夢
に
見
て
お
き
て
さ
く
る
に
な
き
そ
悲
し

き
　
　

兵
衛
の
佐
の
ふ
か
た
ま
か
り
か
く
れ
て
侍
け
る
に
お
や
の
も
と

　
　

に
つ
か
は
し
け
る　
　
　
　

堀
川
の
お
ほ
い
ま
う
ち
き
み

こ
ゝ
に
た
に
つ
れ
〳
〵
に
な
く
ほ
と
ゝ
き
す
ま
し
て
こ
ゝ
ひ
の
杜
は
い
か

に
そ

　
　

順
か
子
な
く
な
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
輔　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

お
も
ひ
や
る
こ
ゝ
ひ
の
も
り
の
雫
に
は
よ
そ
な
る
人
の
そ
て
も
ぬ
れ
け
り

　
　

子
に
ま
か
り
を
く
れ
て
よ
み
は
へ
り
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

重
之

な
よ
た
け
の
わ
か
こ
の
よ
を
は
し
ら
す
し
て
お
ほ
し
た
て
つ
と
お
も
ひ
け

る
か
な

　
　

め
な
く
な
り
て
の
ち
こ
も
う
せ
は
へ
り
に
け
る
人
を
と
ふ
ら

　
　

ひ
に
つ
か
は
し
た
り
け
れ
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

読
人
し
ら
す

い
か
に
せ
む
し
の
ふ
の
く
さ
も
つ
み
わ
ひ
ぬ
か
た
み
と
み
え
し
こ
た
に

な
け
れ
は

 

（
以
下
空
白
）」

　

問
題
と
し
た
「
順
か
子
な
く
な
り
て
」
以
外
は
三
井
本
の
欠
損
を
補
う
こ
と

が
で
き
る
こ
と
が
分
か
る
。
流
布
本
系
統
と
し
て
島
大
本
が
最
善
本
と
さ
れ
て

き
た
が
、
三
井
本
に
忠
実
で
あ
る
が
故
に
親
本
の
本
文
の
欠
損
を
も
引
き
継
い

で
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
、
三
井
本
と
比
較
す
る
こ
と
で
僅
か
な
が
ら
異
な
り
も

見
い
だ
せ
る
。
三
井
本
が
公
開
さ
れ
た
以
上
、
流
布
本
系
統
の
本
文
は
三
井
本

を
基
と
し
、
欠
損
部
分
は
谷
森
本
を
参
照
し
な
が
ら
補
う
の
が
よ
い
と
考
え
る
。
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六
、『
群
書
類
従
』
へ

　

三
井
本
が
流
布
本
系
統
の
源
流
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
、
そ

の
忠
実
な
転
写
本
た
ろ
う
と
し
た
島
大
本
に
つ
い
て
も
見
て
き
た
。
で
は
こ
の

本
文
系
統
が
流
布
本
系
統
と
称
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
『
群
書
類
従
』
も
と
り

あ
げ
た
い
。

　
『
群
書
類
従
』
は
第
十
部
和
歌
部
に
『
拾
遺
抄
』
を
収
載
し
、
和
歌
の
テ
ク

ス
ト
の
巻
頭
に
置
か
れ
て
い
る
。『
拾
遺
抄
』
末
尾
の
識
語
は
次
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
る
）
43
（

。
な
お
、
内
容
に
よ
っ
て
句
読
点
と
改
行
を
施
し
た
。

拾
遺
抄
十
巻
、
後
世
希
伝
。
保
己
一
、
嘗
得
公
任
卿
真
蹟
一
転
之
本
。
不

耐
喜
躍
、
謄
写
挿
架
。
疑
其
尾
有
脱
闕
也
。
屋
代
弘
賢
、
日
者
得
拾
遺
集

古
本
、
比
校
而
蔵
家
。
其
一
是
定
為
法
印
所
筆
、
一
則
柳
原
業
光
卿
手
書
、

而
二
本
並
標
注
抄
歌
詳
矣
。

　

弘
賢
乃
採
而
参
訂
定
為
本
、
注
毎
巻
歌
数
而
、
終
書
云
惣
計
五
百
九
十

四
首
。
更
計
之
実
得
五
百
九
十
三
首
。
明
知
其
為
筆
誤
也
。
今
拠
此
本
於

春
秋
及
恋
上
雑
下
四
巻
、
内
得
其
所
脱
漏
廿
一
首
、
始
全
然
復
。
其
旧
焉

不
亦
慊
乎
。

　

袋
草
紙
曰
、
抄
歌
五
百
八
十
六
首
、
或
云
、
四
首
即
、
清
輔
朝
臣
所
見

本
異
耳
。

　

又
曰
、
花
山
院
御
撰
而
世
多
為
公
任
卿
撰
。
今
試
以
集
中
所
載
作
者
之

官
位
推
、
其
時
此
書
之
撰
、
即
在
長
徳
二
年
。
後
数
経
刊
修
、
且
稍
有
所

増
加
、
至
長
保
三
年
。
乃
改
為
拾
遺
集
廿
巻
也
。
玩
読
両
書
、
其
題
書
之

辞
、
倶
似
不
出
人
臣
之
手
也
。
為
花
山
法
皇
製
作
者
、
得
其
実
歟
。
姑
書

俟
識
者
点
竄
爾
。

後
半
部
分
は
、『
拾
遺
抄
』『
拾
遺
集
』
の
成
立
論
に
よ
く
引
用
さ
れ
る
件
で
あ

る
。前
半
に
注
目
し
た
い
。『
群
書
類
従
』
の
底
本
は
「
公
任
卿
真
蹟
一
転
之
本
」

と
あ
る
。
第
三
節
で
確
認
し
た
と
お
り
、『
群
書
類
従
』
の
事
業
が
な
さ
れ
た

一
八
世
紀
に
は
、
三
井
本
は
公
任
自
筆
本
と
鑑
定
さ
れ
、
三
井
家
に
あ
っ
た
。

『
群
書
類
従
』
の
底
本
は
そ
の
転
写
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
不
耐
喜
躍
」
と

い
う
所
か
ら
も
、
三
井
本
の
権
威
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
保
己
一
も
当
該
系
統
の
末
尾
の
欠
脱
を
疑
う
に
至
っ
た
。
屋
代
弘

賢
の
所
持
し
て
い
た
二
本
の
『
拾
遺
集
』
の
う
ち
、
定
為
法
印
筆
本
を
も
と
に
、

そ
の
復
元
を
試
み
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
定
為
法
印
筆
本
は
、
静
嘉

堂
文
庫
蔵
伝
定
為
筆
本
（
番
号
：
一
〇
五
函
一
五
架
）
44
（

）
を
さ
す
か
。
該
本
は
、

二
条
家
に
伝
来
し
た
定
家
系
統
本
『
拾
遺
集
』
の
う
ち
最
古
の
も
の
。
二
条
流

の
天
福
本
を
示
す
奥
書
の
次
に
、
烏
丸
光
広
に
よ
っ
て
定
為
真
筆
で
あ
る
こ
と

を
証
す
る
識
語
が
あ
る
。
光
広
の
識
語
は
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
と
あ
る
。

た
だ
し
、
該
本
が
弘
賢
所
持
の
も
の
と
同
一
で
あ
る
か
、
に
わ
か
に
判
断
し
が

た
い
）
45
（

。

　
『
群
書
類
従
』
の
識
語
「
注
毎
巻
歌
数
而
、
終
書
云
惣
計
五
百
九
十
四
首
」

と
あ
る
の
は
、
天
福
本
の
次
の
識
語
か
と
思
わ
れ
る
。

拾
遺
抄
歌

春
〈
五
十
七
〉　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夏
〈
卅
二
〉
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秋
〈
卌
九
〉　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

冬
〈
卅
二
〉

賀
〈
卅
一
〉　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

別
〈
卅
四
〉

恋
上
〈
七
十
五
／
一
首
集
不
見
或
本
無
云
々
〉　

恋
下  〈
七
十
五　

一
首
集

不
見
〉

雑
上
〈
百
廿
二
〉　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雑
下
〈
八
十
六
〉

　
　
　
　
　

已
上
五
百
九
十
四
首
）
46
（

定
家
筆
天
福
本
『
拾
遺
集
』
は
、
歌
道
家
の
証
本
と
し
て
冷
泉
家
、
二
条
家
で

伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
現
存
伝
本
の
大
部
分
を
占
め
る
。『
群
書
類
従
』

に
い
う
弘
賢
の
所
持
の
『
拾
遺
集
』
が
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
で
な
か
っ
た
と
し
て

も
、
二
条
家
歌
人
で
あ
る
定
為
筆
と
認
定
さ
れ
る
本
で
あ
る
な
ら
ば
、
少
な
く

と
も
右
の
識
語
を
有
す
る
本
で
あ
っ
た
と
は
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

保
己
一
は
、「
得
公
任
卿
真
蹟
一
転
之
本
。
不
耐
喜
躍
、
謄
写
挿
架
」
と
あ

る
よ
う
に
、
公
任
自
筆
本
の
写
し
と
い
う
権
威
を
認
め
な
が
ら
、
一
方
で
そ
の

本
文
は
不
完
全
で
あ
る
と
し
、『
拾
遺
集
』
を
も
と
に
増
補
し
て
し
ま
う
の
で

あ
る
。
で
は
い
か
に
し
て
架
蔵
本
に
末
尾
欠
脱
の
疑
い
を
持
つ
に
い
た
っ
た
の

か
。

　

一
つ
に
は
、
顕
昭
の
『
拾
遺
抄
註
』（『
群
書
類
従
』
第
十
六
・
和
歌
部
）
に

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。『
群
書
類
従
』
所
収
『
拾
遺
抄
』
の
巻
頭
の

内
題
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

拾
遺
抄
巻
第
一
〈
顕
昭
法
橋
注
本
／
作w

拾
遺
和
歌
抄q

〉

つ
ま
り
、『
群
書
類
従
』
は
顕
昭
の
『
拾
遺
抄
註
』
を
参
照
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
拾
遺
抄
註
』
は
抄
出
歌
の
注
釈
で
あ
る
が
、
流
布
本
系
統
が
欠
脱
し
て
有
し

な
い
『
拾
遺
抄
』
歌
を
三
首
（
巻
軸
の
空
也
詠
は
詞
書
の
注
釈
）
取
り
上
げ
て

い
る
。
こ
こ
か
ら
、
保
己
一
は
公
任
自
筆
本
と
さ
れ
る
架
蔵
本
に
末
尾
欠
脱
を

認
識
し
、『
拾
遺
集
』
に
基
づ
く
増
補
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

七
、
ま
と
め

　

以
上
、
三
井
本
と
島
大
本
の
調
査
と
比
較
を
通
し
て
流
布
本
系
統
に
つ
い
て

検
討
し
て
き
た
。
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
。

　

三
井
本
の
書
誌
的
な
調
査
に
よ
っ
て
、
流
布
本
系
統
独
自
の
本
文
が
三
井
本

の
欠
損
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
流
布
本
系

統
の
本
文
を
大
き
く
決
定
づ
け
る
、
他
系
統
よ
り
も
十
数
首
少
な
い
末
尾
は
、

三
井
本
の
欠
落
が
も
と
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
た
。
そ
の
欠
落
時
点
は
、
書
写

時
と
伝
来
時
の
双
方
で
想
定
が
可
能
で
あ
る
が
、
該
本
が
完
本
た
ろ
う
と
し
た

結
果
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
が
な
い
。
公
任
自
筆
本
と
し
て
権
威
づ
け
ら
れ
る

伝
来
を
鑑
み
れ
ば
、
こ
の
処
理
は
伝
来
時
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。

　

こ
れ
ま
で
流
布
本
系
統
の
最
善
本
と
さ
れ
た
島
大
本
は
、
三
井
本
を
忠
実
に

臨
模
し
よ
う
と
し
た
本
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
臨
模
で

あ
る
が
故
の
欠
損
本
文
の
継
承
が
見
ら
れ
る
。
今
後
の
流
布
系
統
の
本
文
と
し

て
は
、
三
井
本
を
基
に
、
欠
損
本
文
は
欠
損
の
影
響
の
少
な
い
谷
森
本
に
よ
っ

て
補
っ
て
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
提
示
し
た
。

　

三
井
本
の
付
属
文
書
や
島
大
本
の
臨
模
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
三
井
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本
は
公
任
自
筆
本
と
し
て
権
威
を
も
っ
た
伝
本
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
、
当
該
系
統
は
塙
保
己
一
の
『
群
書
類
従
』
に
至
っ
て
変
容
す
る
。
保
己
一

は
、
三
井
本
の
転
写
本
を
入
手
し
、『
群
書
類
従
』
の
底
本
と
も
し
た
が
、
末

尾
の
欠
落
を
認
識
し
た
こ
と
で
、
天
福
本
『
拾
遺
集
』（
す
な
わ
ち
定
家
本
）

の
識
語
に
基
づ
い
て
末
尾
を
増
補
し
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
処
理
の
も
と
に
は
、

欠
落
部
の
歌
を
注
す
る
顕
昭
の
『
拾
遺
抄
註
』
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
指

摘
し
た
。

　
『
拾
遺
抄
』
は
現
在
三
つ
の
伝
本
系
統
が
あ
り
、『
群
書
類
従
』
以
前
で
も
、

流
布
本
系
統
の
伝
本
が
も
っ
と
も
多
い
。
そ
こ
に
は
、
公
任
自
筆
本
と
し
て
権

威
づ
け
ら
れ
た
三
井
本
の
存
在
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

【
付
記
】　

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
調
査
と
画
像
公
開
を
許
可
さ
れ
た
、
三
井
記
念
美
術
館
な

ら
び
に
島
根
大
学
附
属
図
書
館
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
調
査
に
あ
た
っ
て
は
武

井
和
人
氏
の
慫
慂
と
兼
築
信
行
氏
の
協
力
を
得
た
。
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研

究
員
奨
励
費　

課
題
番
号22J11254

）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

注

（
1
） 　

三
好
英
二
『
校
本
拾
遺
抄
と
そ
の
研
究
』（
一
九
四
四
年
、
三
省
堂
）、
片
桐
洋
一
『
拾

遺
抄
│
校
本
と
研
究
│
』（
一
九
七
七
年
、
大
学
堂
書
店
。
以
下
、『
片
桐
抄
校
本
』）。

（
2
） 　

島
根
大
学
付
属
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
て
全
丁
カ
ラ
ー
画
像
が
公
開
さ
れ

て
い
る
。（https://da.lib.shim

ane-u.ac.jp/content/ja/1730 2024/07/30

）。
本

稿
の
画
像
も
こ
れ
に
よ
る
。

（
3
） 　

小
町
谷
照
彦
「
解
説
」『
新
日
本
古
典
文
学
大
系　

拾
遺
和
歌
集
』（
一
九
九
〇
年
、

岩
波
書
店
）、
久
保
田
淳
「
拾
遺
抄
（
三
井
文
庫
本
）」
井
上
宗
雄
編
『
日
本
古
典
書
誌

学
辞
典
』（
一
九
九
九
年
、
岩
波
書
店
）
ほ
か
。

（
4
） 　

梅
澤
亜
希
子
「
三
井
文
庫
蔵
の
『
拾
遺
抄
』
に
つ
い
て
」『
三
井
美
術
文
化
史
論
集
』

第
一
〇
号
（
二
〇
一
七
年
一
〇
月
）。

（
5
） 　
「〔
参
考
図
版
〕
重
要
文
化
財
『
拾
遺
抄
』（
三
井
文
庫
本
）」『
三
井
美
術
文
化
史
論
集
』

第
一
〇
号
（
二
〇
一
七
年
一
〇
月
）

（
6
） 　
「
本
文
に
関
し
て
は
今
後
は
一
切
用
い
る
べ
き
で
は
な
い
と
強
く
主
張
し
て
お
き
た

い
」
前
掲
注（
１

）『
片
桐
抄
校
本
』
一
二
九
頁

（
7
） 　

真
下
（
阪
口
）
和
子
は
、
流
布
本
系
統
を
「
第
一
系
統
」、
異
本
系
統
を
「
第
二
系
統
」

と
す
る
。「
拾
遺
抄
の
伝
本
整
理
に
関
す
る
試
論
」『
羽
衣
学
園
短
期
大
学
紀
要
』
第
六

号
（
一
九
六
九
年
一
二
月
）

（
8
） 　

片
桐
は
、
異
本
Ａ
、
異
本
Ｂ
と
す
る
。
な
お
、『
群
書
類
従
』
の
系
統
を
流
布
本
（
島

根
大
学
図
書
館
本
）
系
統
と
し
、
そ
れ
以
外
の
系
統
を
異
本
と
す
る
の
も
片
桐
に
よ
る

（
前
掲
注（
1
）、『
片
桐
抄
校
本
』
凡
例
）。

（
9
） 　

国
書
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
（https://doi.org/10.20730/100061295

）
を
参
照
し
た
。

（
10
） 　

国
文
学
研
究
資
料
館
の
紙
焼
き
写
真
（
請
求
記
号
：
Ｃ
│

０

５

８

６

７

）
に
よ
っ
て

内
容
を
確
認
し
た
。

（
11
） 　

前
掲
注（
1
）参
照
。

（
12
） 　

両
本
と
も
、
前
掲
注（
１

）『
片
桐
抄
校
本
』
に
翻
刻
が
収
録
さ
れ
、
三
系
統
が
対
照

さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
書
陵
部
本
の
本
文
は
国
書
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
（https://

doi.org/10.20730/100061294

）
に
よ
り
、
貞
和
本
の
本
文
は
静
嘉
堂
文
庫
編
集
解

説
『
静
嘉
堂
稀
覯
書
之
六
拾
遺
和
歌
抄
一
冊
拾
遺
和
歌
集
二
冊
』（
一
九
七
五
年
、
雄

松
堂
書
店
）
所
収
の
複
製
本
を
参
照
し
た
。

（
13
） 　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
館
蔵
史
料
編
集
会
編
『
貴
重
典
籍
叢
書　

文
学
２

勅
撰
集

二
』（
二
〇
〇
〇
年
、
臨
川
書
店
）
を
参
照
し
た
。

（
14
） 　

前
掲
注（
1
）、『
片
桐
抄
校
本
』
一
三
四
頁
。

（
15
） 　

巻
二
夏
の
後
半
（「
か
の
か
た
に
…
」）
か
ら
巻
六
別
の
前
半
（「
ゆ
く
ひ
と
を
…
」）

ま
で
。
途
中
に
巻
七
恋
上
の
一
丁
分
が
混
入
す
る
。

（
16
） 　

橋
本
不
美
男
「「
拾
遺
抄
」
残
欠
異
本
の
紹
介
」『
王
朝
和
歌　

資
料
と
論
考
』（
一

九
九
二
年
、
笠
間
書
院
）。
国
書
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
（https://doi.org/10.20730/100 



915（176）

125896

）
を
参
照
し
た
。

（
17
） 　

前
掲
注（
１

）、
三
好
英
二
『
校
本
拾
遺
抄
と
そ
の
研
究
』
四
五
頁
。

（
18
） 　

島
津
忠
夫
「『
拾
遺
抄
』
か
ら
『
拾
遺
和
歌
集
』
へ
」（『
島
津
忠
夫
著
作
集　

第
七

巻　

和
歌
史
上
』
二
〇
〇
五
年
、
和
泉
書
院
）。

（
19
） 　

前
掲
注（
1
）、『
片
桐
抄
校
本
』
一
三
九
頁
。

（
20
） 　

引
用
す
る
流
布
本
の
う
ち
、
三
井
本
の
本
文
は
稿
者
の
調
査
に
よ
っ
て
得
た
写
真
に

よ
る
。
た
だ
し
、
前
掲
注（
５

）も
参
照
し
た
。
配
列
が
異
な
る
場
合
も
あ
る
が
、
便
宜

上
『
新
編
国
歌
大
観
』（『
拾
遺
抄
』
の
底
本
は
書
陵
部
本
）
の
歌
番
号
を
付
す
。

（
21
） 　

前
掲
注（
1
）、『
片
桐
抄
校
本
』
一
四
一
頁
。

（
22
） 　

梅
澤
亜
希
子
「
三
井
文
庫
蔵
の
『
拾
遺
抄
』
に
つ
い
て
」（
前
掲
注（
４

））、
久
保
田

淳
「
拾
遺
抄
（
三
井
文
庫
本
）」（
前
掲
注（
３

））
以
下
、
両
者
の
報
告
に
つ
い
て
は
こ

れ
ら
に
よ
る
。

（
23
） 　

梅
澤
の
調
査
で
は
、
一
一
七
丁
と
す
る
が
、
こ
れ
は
墨
付
の
丁
数
で
あ
る
。

（
24
） 　

前
掲
注（
4
）参
照
。

（
25
） 　

前
掲
注（
4
）参
照
。

（
26
） 　

該
本
を
忠
実
に
写
し
た
島
大
本
の
一
行
書
を
も
っ
て
、
こ
れ
を
「
美
術
的
な
配
慮
」

と
し
た
片
桐
の
指
摘
は
、
あ
る
意
味
で
正
し
い
。
前
掲
注（
1
）、『
片
桐
抄
校
本
』
一

三
一
頁
参
照
。

（
27
） 　

橋
本
不
美
男
『
原
典
を
め
ざ
し
て
』（
新
装
普
及
版
、
二
〇
〇
八
年
、
笠
間
書
院
）

九
九
頁
。

（
28
） 　

櫛
笥
節
男
「
大
和
綴
の
書
写
と
製
本
」『
汲
古
』
第
八
五
号
（
二
〇
二
四
年
六
月
）。

（
29
） 　
「
編
集
後
記
」『
汲
古
』
第
八
五
号
（
二
〇
二
四
年
六
月
）。

（
30
） 　

井
上
宗
雄
「
列
帖
装
」
井
上
宗
雄
ほ
か
編
『
日
本
古
典
書
誌
学
辞
典
』（
一
九
九
九
年
、

岩
波
書
店
）
も
参
照
。

（
31
） 　

前
掲
注（
４

）参
照
。

（
32
） 　

前
掲
注（
1
）、
三
好
英
二
『
校
本
拾
遺
抄
と
そ
の
研
究
』
五
七
頁
。

（
33
） 　

平
田
喜
信
「
拾
遺
集
集
付
と
拾
遺
抄
」（『
平
安
中
期
和
歌
考
論
』
一
九
九
三
年
、
新

典
社
）
参
照

（
34
） 　

前
掲
注（
４

）。

（
35
） 　

前
掲
注（
1
）、
三
好
英
二
『
校
本
拾
遺
抄
と
そ
の
研
究
』
六
六
頁
。

（
36
） 　

北
野
克
『
算
合
本
拾
遺
和
歌
集
の
研
究
』（
一
九
八
二
年
、
勉
誠
社
）。
以
下
、
算
合

本
と
す
る
。

（
37
） 　

前
掲
注（
33
）、
平
田
「
拾
遺
集
集
付
と
拾
遺
抄
」。

（
38
） 　

三
好
は
『
拾
遺
抄
目
録
』
ほ
か
に
よ
っ
て
、
こ
の
箇
所
は
貞
和
本
の
脱
落
で
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。（
注（
1
）、
三
好
英
二
『
校
本
拾
遺
抄
と
そ
の
研
究
』
六

四
頁
）。

（
39
） 　

安
藤
積
産
合
資
会
社
蔵
、
定
家
筆
天
福
元
年
書
写
本
（
天
福
本
）
を
示
す
。
天
福
本

に
は
算
合
集
付
は
な
さ
れ
な
い
が
、「
抄
同
（
雑
下
の
こ
と
）」
と
集
付
が
あ
る
。
定
家

所
持
本
に
は
確
か
に
現
存
『
拾
遺
抄
』
に
は
な
い
当
該
歌
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
な
お
、

久
曽
神
昇
編
『
藤
原
定
家
筆　

拾
遺
和
歌
集
』（
一
九
九
〇
年
、
汲
古
書
院
）
に
よ
っ
た
。

（
40
） 　

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
陽
明
文
庫
蔵
本
や
三
手
文
庫
蔵
本
な
ど
が
確
認
さ

れ
る
。

（
41
） 　

前
掲
注（
1
）、『
片
桐
抄
校
本
』
一
三
〇
頁
。

（
42
） 　

島
大
本
の
こ
の
字
は
「
毛
：
も
」
で
あ
る
。
前
掲
注（
1
）、『
片
桐
抄
校
本
』
で
は
、

他
本
に
よ
っ
て
「
み
」
と
翻
刻
し
て
い
る
。

（
43
） 　
『
群
書
類
従
』
の
識
語
と
本
文
はJapanknow

ledge

に
よ
る
。
な
お
、〈 

〉
は
割
注
、

／
は
改
行
を
表
す
。

（
44
） 　

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（https://doi.org/10.20730/100437170

）
を
参
照
し
た
。

（
45
） 　

片
桐
洋
一
『
拾
遺
和
歌
集
の
研
究　

校
本
編
伝
本
研
究
編
』（
一
九
七
〇
年
、
大
学

堂
書
店
）
に
よ
れ
ば
、
該
本
は
歌
の
欠
落
が
散
見
さ
れ
錯
簡
も
確
認
で
き
る
と
い
う
。

『
群
書
類
従
』
の
「
終
書
云
惣
計
五
百
九
十
四
首
。
更
計
之
実
得
五
百
九
十
三
首
」
と

矛
盾
す
る
。
別
の
本
か
。

（
46
） 　

注（
39
）に
よ
る
。
以
下
、〈 

〉
は
割
注
を
表
す
。


